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ゾルピデム代謝物M1～M4を簡便な方法で合成することができた。合成品は元素分析の他、NMR及び質量分析などの結果からそ

の組成、構造、純度が確認できた。合成品を分析標準品として利用して、司法解剖で得られた血液や尿のLC-MS/MS分析したと

ころ、M1のピークが最も高く、次いでM4のピークが高かった。また、M1～M4以外の代謝物の存在も示唆された。今後、同定さ

れていない代謝物の同定や定量分析法の開発を目指す予定である。

　今後、代謝物分析法を構築する。また、要請に応じて合成品を各分析機関に提供し、法医中毒分野全体の分析技術の向上を目指

す。


